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真

昼

に

驚

愕

の

北

朝

鮮

の

核

実

験

。

そ

れ

を

受

け

て

調

べ

る

と

、

核

兵

器

廃

絶

日

本

Ｎ

Ｇ

О

連

絡

会

の

ブ

ッ

ク

レ

ッ

ト

「

壊

滅

的

な

人

道

的

被

害

」

日

本

語

版

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

目

に

留

ま

っ

た

。

よ

く

ま

と

ま

っ

て

い

る

の

で

内

容

の

一

部

を

引

用

し

た

い

▼

日

本

は

「

唯

一

の

戦

争

被

爆

国

」

と

し

て

核

軍

縮

・

不

拡

散

の

取

り

組

み

に

力

を

入

れ

て

き

た

。

だ

が

日

本

政

府

に

は

も

う

一

つ

の

顔

が

あ

る

。

そ

れ

は

「

核

兵

器

依

存

国

」

と

し

て

の

日

本

だ

▼

昨

秋

の

国

連

総

会

で

ノ

ル

ウ

ェ

ー

な

ど

三

四

ヵ

国

は

「

核

軍

縮

の

人

道

的

側

面

に

関

す

る

共

同

声

明

」

を

発

表

し

た

が

、

日

本

は

こ

れ

に

名

を

連

ね

な

か

っ

た

。

そ

の

理

由

は

核

の

「

非

合

法

化

」

が

日

本

の

「

核

の

傘

」

依

存

政

策

と

矛

盾

す

る

か

ら

で

あ

ろ

う

▼

日

本

政

府

は

一

貫

し

て

自

国

の

安

全

の

た

め

に

は

米

国

の

核

兵

器

が

必

要

と

い

う

考

え

方

を

と

っ

て

き

た

。

自

ず

と

核

軍

縮

の

取

り

組

み

は

、

日

本

自

身

が

「

核

の

傘

」

に

影

響

が

な

い

と

考

え

る

範

囲

に

留

ま

ら

ざ

る

を

得

な

い

。

今

や

一

五

〇

ヵ

国

近

く

が

賛

同

の

声

を

挙

げ

る

「

核

兵

器

禁

止

条

約

」

の

交

渉

に

向

け

た

国

際

努

力

に

も

、

日

本

政

府

は

「

時

期

尚

早

」

と

冷

淡

だ

▼

こ

ん

な

日

本

を

世

界

は

シ

ビ

ア

な

目

で

見

て

い

る

。

核

兵

器

の

禁

止

に

向

け

て

行

動

を

起

こ

せ

る

か

、

被

爆

国

日

本

の

真

価

が

問

わ

れ

よ

う

。

（

ま

） 

講

演

要

旨 

核

兵

器

核

兵

器

核

兵

器

核

兵

器

の

な

い

の

な

い

の

な

い

の

な

い

世

界

世

界

世

界

世

界

のののの

展

望

展

望

展

望

展

望 

    
 
 

 
 

 
 

 
 

憲

法

九

条

憲

法

九

条

憲

法

九

条

憲

法

九

条

とととと

「「「「

非

核

三

原

則

非

核

三

原

則

非

核

三

原

則

非

核

三

原

則

」」」」

のののの

輝輝輝輝

くくくく

日

本

日

本

日

本

日

本

をををを 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

日

本

原

水

協

代

表

理

事 
 

高

草

木

博 

  

日

本

原

水

協

代

表

理

事

の

高

草

木

博

氏

を

迎

え

て

、

一

月

二

六

日

、

石

川

県

教

育

会

館

で

「

北

陸

原

水

協

学

校

Ｉ

Ｎ

い

し

か

わ

」

が

開

か

れ

ま

し

た

。

非

核

平

和

の

日

本

と

世

界

を

実

現

す

る

運

動

の

講

演

要

旨

を

紹

介

し

ま

す

。 

  

「「「「

二二二二

〇〇〇〇

二二二二

〇〇〇〇

年年年年

ま

で

に

ま

で

に

ま

で

に

ま

で

に

核

兵

器

廃

絶

核

兵

器

廃

絶

核

兵

器

廃

絶

核

兵

器

廃

絶

をををを

」」」」 

 

二

〇

一

〇

年

八

月

、

広

島

で

藩

基

文

国

連

事

務

総

長

は

「

被

爆

七

五

年

と

な

る

二

〇

二

〇

年

に

、

被

爆

者

と

と

も

に

核

兵

器

の

終

わ

り

を

祝

う

こ

と

を

誓

お

う

」

と

挨

拶

さ

れ

ま

し

た

。

国

連

の

基

本

的

使

命

は

人

類

に

二

度

と

戦

争

を

繰

り

返

さ

せ

な

い

こ

と

で

あ

り

、

国

連

の

責

任

者

と

し

て

核

兵

器

廃

絶

を

必

ず

達

成

す

る

と

述

べ

て

い

ま

す

。 

二

〇

一

五

年

の

核

不

拡

散

条

約

（

Ｎ

Ｐ

Ｔ

）

再

検

討

会

議

で

は

核

兵

器

禁

止

条

約

の

締

結

を

決

め

、

二

〇

二

〇

年

に

は

核

兵

器

廃

絶

を

実

行

す

る

こ

と

を

目

標

に

し

て

い

ま

す

。

被

爆

国

日

本

の

私

た

ち

の

果

た

す

役

割

は

、

日

本

政

府

に

核

兵

器

廃

絶

の

声

を

挙

げ

さ

せ

る

こ

と

で

す

。 

 

昨

年

一

二

月

の

総

選

挙

で

は

国

防

軍

や

集

団

的

自

衛

権

を

掲

げ

る

安

部

政

権

が

誕

生

し

ま

し

た

が

、

比

例

区

で

の

得

票

率

は

二

七

％

、

小

選

挙

区

と

比

例

区

を

合

わ

せ

た

得

票

率

も

三

三

％

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

非

核

平

和

や

核

兵

器

廃

絶

を

求

め

る

国

民

世

論

は

決

し

て

変

わ

っ

て

い

ま

せ

ん

。

問

題

は

変

わ

っ

て

い

な

い

国

民

世

論

を

結

集

す

る

こ

と

で

す

。 

 

ビ

キ

ニ

ビ

キ

ニ

ビ

キ

ニ

ビ

キ

ニ

水

爆

実

験

水

爆

実

験

水

爆

実

験

水

爆

実

験

のののの

意

味

意

味

意

味

意

味 

一

九

五

四

年

三

月

一

日

、

ア

メ

リ

カ

が

中

部

太

平

洋

マ

ー

シ

ャ

ル

諸

島

の

ビ

キ

ニ

環

礁

で

強

行

し

た

水

爆

実

験

は

、

実

用

可

能

な

核

弾

頭

と

し

て

初

め

て

開

発

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

、

核

保

有

国

に

よ

る

核

軍

拡

競

争

に

よ

り

人

類

絶

滅

の

危

機

が

問

わ

れ

た

事

件

で

す

。 

 

有

権

者

有

権

者

有

権

者

有

権

者

のののの

半

数

半

数

半

数

半

数

をををを

超超超超

え

る

え

る

え

る

え

る

三

二

三

二

三

二

三

二

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

万

筆

万

筆

万

筆

万

筆

のののの

署

名

署

名

署

名

署

名 

ビ

キ

ニ

事

件

は

、

広

島

、

長

崎

の

被

爆

後

、

ア

メ

リ

カ

に

よ

る

占

領

下

で

報

道

規

制

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

日

本

国

民

の

反

核

平

和

の

願

い

が

爆

発

し

、

東

京

・

杉

並

区

の

主

婦

ら

か

ら

始

ま

っ

た

「

水

爆

実

験

の

即

時

中

止

」

「

原

水

爆

の

禁

止

」

を

求

め

る

署

名

運

動

は

全

国

に

広

が

り

、

当

時

の

有

権

者

の

半

数

を

超

え

る

三

二

〇

〇

万

筆

を

記

録

し

ま

し

た

。 

こ

の

よ

う

な

国

民

的

た

た

か

い

を

沈

静

化

さ

せ

る

た

め

、

ア

メ

リ

カ

政

府

は

「

原

子

力

の

平

和

利

用

」

を

口

実

に

原

子

非

核

非

核

非

核

非

核

のののの

政

府

政

府

政

府

政

府

をををを

求求求求

め

る

め

る

め

る

め

る

石

川

石

川

石

川

石

川

のののの

会会会会    

会

報

会

報

会

報

会

報 

非

核

・

い

し

か

わ 

 

事務局 

〒920-0848 

金沢市京町 28-8 

石川民医連労働組合気付

Tel 076-251-0014 

ゆうちょ銀行振替口座 

00760-0-15689 

①

全

人

類

共

通

の

緊

急

課

題

と

し

て

核

戦

争

防

止

、

核

兵

器

廃

絶

の

実

現

を

求

め

る

。

 

②

国

是

と

さ

れ

る

非

核

三

原

則

を

厳

守

す

る

。

 

③

日

本

の

核

戦

場

化

へ

の

す

べ

て

の

措

置

を

阻

止

す

る

。

 

④

国

家

補

償

に

よ

る

被

爆

者

援

護

法

を

制

定

す

る

。

 

⑤

原

水

爆

禁

止

世

界

大

会

の

こ

れ

ま

で

の

合

意

に

も

と

づ

い

て

国

際

連

帯

を

強

化

す

る

。
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力

発

電

所

を

押

し

付

け

た

こ

と

が

、

「

第

五

福

竜

丸

事

件

と

日

米

原

子

力

協

力

を

め

ぐ

る

米

公

文

書

」

に

次

の

よ

う

に

明

記

さ

れ

て

い

ま

す

。 
「

原

子

力

・

核

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

根

本

か

ら

破

壊

的

だ

と

す

る

日

本

人

の

根

強

い

観

念

を

取

り

除

く

こ

と

は

重

要

だ

。

原

子

力

の

平

和

利

用

を

進

展

さ

せ

る

二

国

間

、

多

国

間

の

取

り

組

み

に

日

本

を

早

期

に

参

画

さ

せ

る

よ

う

努

め

る

べ

き

だ

」

（

国

務

省

の

秘

密

メ

モ

「

ビ

キ

ニ

事

件

と

核

問

題

」

一

九

五

四

年

一

〇

月

一

九

日

） 

 

核

兵

器

核

兵

器

核

兵

器

核

兵

器

のののの

廃

絶

廃

絶

廃

絶

廃

絶

はははは

人

類

人

類

人

類

人

類

のののの

緊

急

課

題

緊

急

課

題

緊

急

課

題

緊

急

課

題 

ビ

キ

ニ

事

件

を

契

機

に

拡

が

っ

た

原

水

爆

禁

止

運

動

は

、

一

九

五

五

年

八

月

に

原

水

爆

禁

止

世

界

大

会

を

開

催

、

同

年

九

月

に

原

水

爆

禁

止

日

本

協

議

会

（

略

称

・

日

本

原

水

協

）

の

結

成

、

一

九

五

六

年

八

月

に

日

本

原

水

爆

被

害

者

団

体

協 

 

 

議

会

の

結

成

へ

と

つ

な

が

り

、

一

九

五

七

年

に

は

原

爆

医

療

法

が

成

立

、

一

九

五

八

年

に

は

第

一

回

国

民

平

和

大

行

進

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

日

本

の

原

水

爆

禁

止

運

動

の

す

ぐ

れ

た

点

は

、

核

実

験

禁

止

だ

け

で

な

く

核

兵

器

全

面

禁

止

、

廃

絶

を

掲

げ

た

こ

と

で

す

。

こ

れ

は

ビ

キ

ニ

事

件

が

残

し

た

重

要

な

教

訓

で

す

。 

 

核

保

有

国

核

保

有

国

核

保

有

国

核

保

有

国

をををを

含含含含

め

て

め

て

め

て

め

て

核

兵

器

廃

絶

核

兵

器

廃

絶

核

兵

器

廃

絶

核

兵

器

廃

絶

をををを

合

意

合

意

合

意

合

意

    

（（（（

二二二二

〇〇〇〇

一一一一

〇〇〇〇

年年年年

Ｎ

Ｐ

Ｔ

Ｎ

Ｐ

Ｔ

Ｎ

Ｐ

Ｔ

Ｎ

Ｐ

Ｔ

再

検

討

会

議

再

検

討

会

議

再

検

討

会

議

再

検

討

会

議

））））    

世

界

大

戦

後

、

「

原

爆

は

戦

争

を

終

わ

ら

せ

る

た

め

に

使

わ

れ

た

」

「

ア

ジ

ア

で

の

日

本

の

侵

略

戦

争

を

終

わ

ら

せ

る

た

め

に

使

わ

れ

た

」

と

か

ア

イ

ゼ

ン

ハ

ワ

ー

米

国

大

統

領

も

「

核

兵

器

使

用

で

ア

メ

リ

カ

の

若

者

の

命

を

救

っ

た

」

と

述

べ

て

い

ま

す

。 

し

か

し

、

現

在

で

は

「

核

兵

器

は

廃

絶

さ

せ

る

た

め

だ

け

に

存

在

し

て

い

る

」

と

国

民

の

認

識

が

大

き

く

変

わ

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

変

化

を

も

た

ら

し

た

の

は

、

全

て

の

Ｎ

Ｐ

Ｔ

加

盟

国

一

八

九

カ

国

が

核

兵

器

廃

絶

に

賛

成

し

た

二

〇

一

〇

年

の

Ｎ

Ｐ

Ｔ

再

検

討

会

議

で

す

。 

合

意

事

項

の

一

つ

は

、

核

兵

器

の

な

い

世

界

の

平

和

と

安

全

を

達

成

す

る

こ

と

で

す

。

こ

れ

が

Ｎ

Ｐ

Ｔ

の

基

本

目

標

で

あ

り

、

原

則

で

あ

る

と

規

定

し

た

こ

と

で

す

。 

二

つ

目

は

核

兵

器

の

な

い

世

界

を

達

成

す

る

た

め

、

そ

の

「

枠

組

み

」

を

つ

く

る

こ

と

に

す

べ

て

の

国

の

政

府

が

努

力

す

る

こ

と

。

「

枠

組

み

」

と

は

国

際

条

約

の

こ

と

で

あ

り

、

核

保

有

国

を

含

め

て

全

体

で

合

意

し

た

こ

と

は

重

要

で

す

。

 

三

つ

目

は

核

兵

器

禁

止

条

約

の

交

渉

開

始

な

ど

五

項

目

の

国

連

事

務

総

長

提

案

へ

の

留

意

も

合

意

さ

れ

た

こ

と

で

す

。

こ

の

二

〇

一

〇

年

の

Ｎ

Ｐ

Ｔ

再

検

討

会

議

の

合

意

事

項

は

、

核

兵

器

廃

絶

運

動

の

現

在

の

政

治

的

到

達

点

で

す

。 

さ

ら

に

昨

年

一

二

月

の

国

連

総

会

で

も

圧

倒

的

多

数

の

国

が

核

兵

器

廃

絶

に

賛

成

し

、

三

分

の

二

を

超

え

る

国

が

そ

の

た

め

の

交

渉

を

開

始

す

る

こ

と

を

主

張

し

ま

し

た

。

国

際

政

治

の

舞

台

で

は

い

ま

ど

う

合

意

を

実

行

し

て

い

く

か

が

大

き

な

課

題

に

な

っ

て

い

ま

す

。 

 

最

大

最

大

最

大

最

大

のののの

障

害

障

害

障

害

障

害

はははは

「「「「

核

抑

止

力

核

抑

止

力

核

抑

止

力

核

抑

止

力

」」」」

論論論論 

最

大

の

核

保

有

国

、

ア

メ

リ

カ

が

世

界

に

核

兵

器

が

あ

る

限

り

核

を

維

持

し

て

い

く

と

主

張

し

て

お

り

、

こ

れ

が

核

兵

器

の

な

く

な

ら

な

い

本

当

の

理

由

で

す

。

ア

メ

リ

カ

は

段

階

的

に

核

兵

器

を

減

ら

す

こ

と

を

主

張

し

て

い

る

が

、

「

核

兵

器

を

な

く

す

こ

と

を

世

界

が

合

意

す

る

こ

と

」

以

外

に

方

策

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

藩

基

文

氏

は

「

抑

止

力

」

は

安

全

保

障

に

名

を

借

り

た

妄

想

で

あ

る

と

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

ま

す

。 

「

そ

れ

で

は

、

軍

縮

に

代

わ

る

策

と

は

何

で

し

ょ

う

か

。

そ

れ

は

核

抑

止

力

へ

の

際

限

な

い

依

存

、

飽

く

な

き

軍

拡

競

争

、

野

放

し

の

軍

事

費

増

大

、

そ

し

て

税

金

の

無

駄

使

い

に

他

な

り

ま

せ

ん

。

私

た

ち

は

こ

れ

ら

に

ふ

さ

わ

し

い

呼

び

名

を

付

け

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

こ

そ

ま

さ

に

幻

想

で

あ

り

、

安

全

保

障

に

名

を

借

り

た

妄

想

な

の

で

す

。

現

実

世

界

を

直

視

し

よ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

」
（

二

〇

一

〇

年

八

月

六

日

、

広

島

に

て

） 

い

ま

日

本

が

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

は

、

文

字

通

り

憲

法

に

基

づ

き

平

和

外

交

に

よ

る

解

決

策

で

す

。

ア

メ

リ

カ

の

軍

事

力

に

頼

る

の

で

は

な

く

、

ア

ジ

ア

の

国

々

と

具

体

的

に

話

し

合

う

こ

と

で

す

。

核

兵

器

の

な

い

世

界

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

核

保

有

国

や

軍

事

同

盟

国

に

お

け

る

非

核

平

和

の

世

論

と

運

動

を

強

め

て

い

く

こ

と

で

す

。

世

界

で

唯

一

の

被

爆

国

と

し

て

、

日

本

が

核

兵

器

廃

絶

の

努

力

の

先

頭

に

立

核兵器核兵器核兵器核兵器のないのないのないのない世界世界世界世界へのへのへのへの展望展望展望展望をををを熱熱熱熱くくくく語語語語られられられられ

たたたた高草木博高草木博高草木博高草木博さんさんさんさん    
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3 

つ

こ

と

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。 

    

世

界

世

界

世

界

世

界

のののの

反

核

平

和

運

動

反

核

平

和

運

動

反

核

平

和

運

動

反

核

平

和

運

動

のののの

決

意

決

意

決

意

決

意

とととと

協

働

協

働

協

働

協

働

でででで    

今

年

は

三

月

に

核

兵

器

使

用

の

人

道

的

影

響

に

関

す

る

オ

ス

ロ

会

議

、

四

月

二

二

日

か

ら

二

〇

一

五

年

Ｎ

Ｐ

Ｔ

再

検

討

会

議

第

二

回

準

備

委

員

会

、

八

月

三

日

～

九

日

に

原

水

爆

禁

止

世

界

大

会

、

一

〇

月

に

は

国

連

軍

縮

総

会

第

一

委

員

会

が

計

画

さ

れ

て

い

ま

す

。

日

本

原

水

協

は

こ

の

す

べ

て

の

場

所

で

日

本

国

民

の

意

志

を

署

名

の

形

で

示

し

て

い

き

ま

す

。

二

〇

一

〇

年

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

行

動

と

同

様

に

二

〇

一

五

年

Ｎ

Ｐ

Ｔ

再

検

討

会

議

に

向

け

て

世

界

の

反

核

平

和

運

動

の

決

意

と

協

働

に

よ

り

、

国

連

へ

の

要

請

行

動

を

実

施

し

ま

す

。

 

 

被

爆

国

被

爆

国

被

爆

国

被

爆

国

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て

、、、、

憲

法

九

条

憲

法

九

条

憲

法

九

条

憲

法

九

条

を

も

つ

を

も

つ

を

も

つ

を

も

つ

国国国国

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て

    

日

本

の

平

和

と

安

全

の

道

は

、

憲

法

に

基

づ

く

平

和

外

交

に

あ

る

こ

と

、

こ

れ

が

多

数

世

論

で

す

。

改

憲

を

掲

げ

る

安

倍

政

権

は

七

月

参

議

院

選

挙

で

安

定

し

た

多

数

を

得

る

た

め

、

慎

重

姿

勢

を

維

持

し

て

い

ま

す

。 

日

本

原

水

協

は

、

日

本

政

府

が

被

爆

国

と

し

て

ま

た

憲

法

九

条

を

も

つ

国

と

し

て

、

核

兵

器

全

面

禁

止

を

国

際

会

議

の

場

で

提

唱

し

、

非

核

三

原

則

の

実

行

を

内

外

に

宣

言

す

る

よ

う

「

非

核

日

本

宣

言

」

第

二

次

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

を

行

い

ま

す

。

七

月

の

参

議

院

選

挙

ま

で

に

は

日

本

の

非

核

平

和

を

求

め

る

世

論

を

決

定

で

き

る

く

ら

い

に

し

た

い

も

の

で

す

。 

私

た

ち

の

運

動

は

協

働

者

を

広

げ

、

国

民

的

な

運

動

に

す

る

こ

と

、

特

に

自

治

体

と

の

協

力

を

重

視

し

ま

す

。

そ

の

た

め

に

は

原

爆

写

真

展

な

ど

に

よ

り

被

爆

の

実

相

を

広

め

、

人

道

的

な

影

響

を

ア

ピ

ー

ル

し

ま

し

ょ

う

。

国

連

の

事

務

総

長

も

賛

意

を

表

明

し

て

い

る

「

核

兵

器

全

面

禁

止

の

ア

ピ

ー

ル

」

署

名

、

被

爆

国

日

本

に

お

け

る

署

名

の

重

要

性

を

首

長

、

地

方

議

員

等

に

訴

え

、

協

力

を

求

め

ま

し

ょ

う

。 

 

大

義

大

義

大

義

大

義

もももも

道

義

道

義

道

義

道

義

もももも

世

論

世

論

世

論

世

論

もももも

私私私私

た

ち

の

た

ち

の

た

ち

の

た

ち

の

側側側側

に

あ

る

に

あ

る

に

あ

る

に

あ

る

    

今

年

の

国

民

平

和

大

行

進

や

世

界

大

会

は

二

〇

一

五

年

か

ら

二

〇

二

〇

年

に

向

け

て

核

兵

器

を

な

く

す

動

き

を

作

り

出

す

行

動

で

あ

り

、

期

限

を

定

め

て

日

本

の

政

治

を

変

革

し

て

い

く

大

事

な

取

り

組

み

に

な

り

ま

す

。

大

義

も

道

義

も

世

論

も

私

た

ち

の

側

に

あ

り

ま

す

。

こ

の

一

年

を

大

事

に

し

て

頑

張

り

ま

し

ょ

う

。

 
 
 

 
 
 

 

（

文

責

：

編

集

部

）

 

 

 

非

核

非

核

非

核

非

核

のののの

政

府

政

府

政

府

政

府

をををを

求求求求

め

る

め

る

め

る

め

る

会会会会 

東

海

北

信

越

東

海

北

信

越

東

海

北

信

越

東

海

北

信

越

ブ

ロ

ッ

ク

ブ

ロ

ッ

ク

ブ

ロ

ッ

ク

ブ

ロ

ッ

ク

交

流

会

交

流

会

交

流

会

交

流

会

をををを

準

備

中

準

備

中

準

備

中

準

備

中 

東

海

北

信

越

で

は

新

潟

、

富

山

、

石

川

、

福

井

、

長

野

、

岐

阜

、

静

岡

、

愛

知

、

三

重

の

九

県

の

会

が

活

動

を

し

て

お

り

ま

す

。 
非

核

平

和

の

運

動

は

内

外

を

問

わ

ず

予

断

で

き

な

い

緊

迫

し

た

状

況

で

す

。

こ

の

よ

う

な

情

勢

の

中

、

非

核

の

政

府

を

求

め

る

会

の

ブ

ロ

ッ

ク

の

学

び

合

う

交

流

は

意

義

あ

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。 

ブ

ロ

ッ

ク

交

流

会

は

、

近

畿

圏

と

関

東

圏

の

二

か

所

で

開

催

さ

れ

て

い

ま

す

。 

石

川

の

会

で

は

全

国

の

会

の

呼

び

か

け

に

賛

同

し

協

力

し

て

行

く

こ

と

を

確

認

し

ま

し

た

。 

交

流

会

準

備

会

は

、

四

月

六

日

㈯

午

後

一

時

半

か

ら

金

沢

市

近

江

町

交

流

プ

ラ

ザ

で

開

催

し

ま

す

。 

次

号

で

詳

細

を

紹

介

い

た

し

ま

す 

 

    

非

核

平

和

非

核

平

和

非

核

平

和

非

核

平

和

のののの

海

外

情

勢

海

外

情

勢

海

外

情

勢

海

外

情

勢 

○○○○

国

連

総

会

国

連

総

会

国

連

総

会

国

連

総

会

    

第

六

七

回

国

連

総

会

で

期

限

を

切

っ

た

「

核

軍

備

撤

廃

を

求

め

る

非

同

盟

諸

国

決

議

」

は

一

二

四

票

と

圧

倒

的

多

数

の

支

持

を

得

ま

し

た

。

「

核

兵

器

国

に

核

軍

備

縮

小

を

迫

る

新

ア

ジ

ェ

ン

ダ

連

合

決

議

」

は

一

七

五

か

国

の

賛

成

で

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

日

本

な

ど

九

九

か

国

提

案

の

「

核

兵

器

の

完

全

廃

棄

に

向

け

て

共

同

行

動

決

議

」

は

一

七

四

か

国

の

賛

成

で

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

マ

レ

ー

シ

ア

な

ど

一

三

か

国

提

案

の

「

核

兵

器

条

約

を

求

め

る

決

議

」

は

一

三

五

か

国

の

賛

成

で

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

日

本

は

こ

の

決

議

に

棄

権

し

ま

し

た

。

 

今

回

新

た

に

「

核

軍

備

縮

小

撤

廃

、

多

国

間

交

渉

を

準

備

す

る

作

業

部

会

設

置

決

議

」

は

一

四

七

か

国

の

賛

成

で

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

日

本

は

こ

の

決

議

に

賛

成

し

ま

し

た

が

理

由

は

、

カ

ッ

ト

オ

フ

条

約

を

推

進

す

る

た

め

と

言

い

、

核

兵

器

禁

止

条

約

に

言

及

し

ま

せ

ん

で

し

た

。

「

核

兵

器

な

き

世

界

を

実

現

し

よ

う

と

の

世

界

の

流

れ

が

示

さ

れ

た

」

と

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。 

○○○○

第

二

期

第

二

期

第

二

期

第

二

期

オ

バ

マ

オ

バ

マ

オ

バ

マ

オ

バ

マ

政

権

政

権

政

権

政

権

    

主

要

閣

僚

の

国

務

長

官

に

指

名

さ

れ

ま

し

た

ジ

ョ

ン

・

ケ

リ

ー

氏

は

、

反

戦

運

動

家

出

身

で

軍

事

介

入

に

慎

重

な

穏

健

派

で

あ

り

、

国

防

長

官

の

チ

ャ

ッ

ク

・

ヘ

ー

ゲ

ル

氏

は

共

和

党

の

元

上

院

議

員

で

あ

り

な

が

ら

、

ブ

ッ

シ

ュ

政

権

の

イ

ラ

ク

戦

争

を

批

判

し

た

人

で

あ

り

ま

す

。

今

後

の

オ

バ

マ

政

権

の

核

兵

器

廃

絶

に

向

け

て

の

行

動

、

国

防

政

策

の

変

化

に

注

視

し

た

い

と

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。 

（

二

〇

一

三

年

一

月

一

八

日

、

非

核

の

政

府

を

求

め

る

会

の

藤

田

俊

彦

常

任

世

話

人

の

情

勢

報

告

か

ら

） 
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Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

法

人

法

人

法

人

のののの

申

請

書

申

請

書

申

請

書

申

請

書

をををを

提

出

提

出

提

出

提

出 

「「「「

は

だ

し

の

は

だ

し

の

は

だ

し

の

は

だ

し

の

ゲ

ン

ゲ

ン

ゲ

ン

ゲ

ン

」」」」

を

ひ

ろ

め

る

を

ひ

ろ

め

る

を

ひ

ろ

め

る

を

ひ

ろ

め

る

会会会会 

 

二

〇

一

一

年

秋

か

ら

県

内

の

小

中

学

校

へ

の

「

は

だ

し

の

ゲ

ン

」

の

寄

贈

運

動

に

取

り

組

ん

で

き

た

核

戦

争

を

防

止

す

る

石

川

医

師

の

会

、

「

は

だ

し

の

ゲ

ン

」

翻

訳

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

・

ゲ

ン

、

石

川

県

生

活

協

同

組

合

連

合

会

な

ど

が

呼

び

か

け

て

設

立

さ

れ

た

「

は

だ

し

の

ゲ

ン

」

を

ひ

ろ

め

る

会

（

理

事

長

 

浅

妻

南

海

江

／

以

下

、

ひ

ろ

め

る

会

）

は

、

一

月

三

一

日

石

川

県

Ｎ

Ｐ

Ｏ

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

に

特

定

非

営

利

活

動

（

Ｎ

Ｐ

Ｏ

）

法

人

の

設

立

認

証

申

請

書

を

提

出

し

、

受

理

さ

れ

ま

し

た

。

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

の

認

証

結

果

は

三

ヶ

月

後

に

な

り

ま

す

。 

 

ひ

ろ

め

る

会

の

事

業

計

画

は

、

（

一

）

『

は

だ

し

の

ゲ

ン

』

の

小

中

学

校

へ

の

普

及

、

（

二

）

『B
a

r
e
fo

o
t
 G

e
n

』

（

英

語

版

）

の

国

内

外

へ

の

普

及

、

（

三

）

原

爆

被

害

の

実

相

と

核

兵

器

の

非

人

道

性

の

伝

承

、

（

四

）

核

兵

器

廃

絶

を

求

め

る

個

人

、

団

体

、

自

治

体

等

と

の

協

力

事

業

、

（

五

）

会

の

活

動

状

況

や

原

爆

資

料

に

関

す

る

広

報

事

業

、

（

六

）

会

の

賛

同

者

の

募

集

等

で

す

。 

 

非

核

の

政

府

を

求

め

る

石

川

の

会

で

は

、

昨

年

度

か

ら

実

施

し

て

い

る

県

内

自

治

体

の

非

核

・

平

和

事

業

調

査

や

平

和

市

長

会

議

加

盟

自

治

体

等

へ

の

訪

問

取

材

を

通

じ

て

、

ひ

ろ

め

る

会

と

の

協

力

・

協

働

を

強

め

て

い

き

ま

す

。

同

会

の

設

立

趣

意

書

を

下

記

に

紹

介

し

ま

す

の

で

、

会

員

の

皆

さ

ん

の

ご

支

援

を

お

願

い

し

ま

す

。 

（

連

絡

先

）

金

沢

市

長

坂

三

丁

目

一

〇

番

二

〇

号

 

浅

妻

方 

 
 

 
 

電

話

・

Ｆ

Ａ

Ｘ 

〇

七

六

―

二

四

二

―

六

五

五

九 

 

 

「「「「

は

だ

し

の

は

だ

し

の

は

だ

し

の

は

だ

し

の

ゲ

ン

ゲ

ン

ゲ

ン

ゲ

ン

」」」」

を

ひ

ろ

め

る

を

ひ

ろ

め

る

を

ひ

ろ

め

る

を

ひ

ろ

め

る

会会会会 

設

立

趣

意

書

設

立

趣

意

書

設

立

趣

意

書

設

立

趣

意

書 

第

二

次

世

界

大

戦

末

期

、

日

本

が

人

類

初

の

核

兵

器

で

あ

る

原

子

爆

弾

の

恐

怖

を

体

験

し

て

以

来

、

六

七

年

が

過

ぎ

ま

し

た

。

二

十

数

万

人

も

の

犠

牲

者

に

加

え

て

、

今

な

お

多

く

の

被

爆

者

は

放

射

線

障

害

の

後

遺

症

や

社

会

的

差

別

に

苦

し

ん

で

い

ま

す

。

国

連

総

会

や

赤

十

字

国

際

委

員

会

は

核

兵

器

の

非

人

道

性

を

認

め

、

国

際

的

に

核

兵

器

禁

止

条

約

等

の

締

結

を

求

め

る

動

き

が

広

が

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

地

球

上

に

は

依

然

と

し

て

一

万

九

千

発

を

超

え

る

核

弾

頭

が

あ

り

、

人

類

の

生

存

に

脅

威

を

与

え

て

い

ま

す

。 

唯

一

の

被

爆

国

日

本

に

生

ま

れ

育

っ

た

私

た

ち

は

、

再

び

被

爆

者

を

つ

く

ら

な

い

た

め

、

あ

ら

ゆ

る

手

段

を

使

っ

て

世

界

中

の

人

々

に

核

兵

器

の

非

人

道

性

を

伝

え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

れ

ま

で

被

爆

者

の

み

な

さ

ん

が

国

内

外

で

被

爆

の

実

相

を

証

言

し

て

き

ま

し

た

が

、

高

齢

化

を

迎

え

る

中

で

若

い

世

代

へ

の

活

動

の

引

継

ぎ

が

急

務

と

な

っ

て

い

ま

 

          

す

。

そ

の

意

味

で

核

兵

器

の

残

酷

さ

と

平

和

の

大

切

さ

を

描 

い

た

漫

画

『

は

だ

し

の

ゲ

ン

』

（

中

沢

啓

治

作

／

全

一

〇

巻

）

の

果

た

す

役

割

は

大

き

い

と

い

え

ま

す

。

こ

の

作

品

は

一

九

七

三

年

か

ら

週

刊

『

少

年

ジ

ャ

ン

プ

』

に

掲

載

さ

れ

、

大

き

な

反

響

を

よ

び

ま

し

た

。

そ

の

後

単

行

本

と

な

り

、

全

国

ほ

と

ん

ど

の

小

学

校

の

図

書

室

に

収

め

ら

れ

、

た

く

さ

ん

の

子

ど

も

た

ち

に

読

み

継

が

れ

て

い

ま

す

。

『

は

だ

し

の

ゲ

ン

』

は

金

沢

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

「

プ

ロ

ジ

ュ

ク

ト

・

ゲ

ン

」

が

翻

訳

し

た

英

語

版

、

ロ

シ

ア

語

版

を

は

じ

め

、

海

外

の

多

く

の

人

々

に

よ

り

現

在

約

二

〇

ヶ

国

語

で

出

版

さ

れ

て

い

ま

す

。 

私

た

ち

は

、

思

想

・

信

条

・

民

族

・

国

境

を

越

え

て

語

り

か

け

る

ゲ

ン

の

平

和

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

国

内

は

も

ち

ろ

ん

世

界

中

の

若

者

や

子

ど

も

た

ち

に

届

け

る

こ

と

を

目

的

と

し

て 

は

だ

し

の

ゲ

ン

を

ひ

ろ

め

る

会

を

設

立

し

ま

す

。 

ゲ

ン

が

は

だ

し

で

五

大

陸

を

か

け

め

ぐ

り

自

ら

の

被

爆

体

験

を

語

り

か

け

る

と

き

、

読

者

は

ゲ

ン

を

通

し

て

被

爆

の

実

相

を

理

解

し

、

苦

境

の

な

か

ユ

ー

モ

ア

を

忘

れ

ず

、

た

く

ま

し

く

生

き

抜

く

ゲ

ン

に

共

感

す

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

ゲ

ン

の

物

語

に

耳

を

傾

け

る

若

者

が

多

く

な

れ

ば

な

る

ほ

ど

、

私

た

ち

は

未

来

に

核

兵

器

廃

絶

へ

の

希

望

を

見

出

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。

 

私

た

ち

は

、

核

兵

器

廃

絶

の

願

い

を

に

な

っ

て

今

日

も

は

だ

し

で

世

界

を

か

け

め

ぐ

る

ゲ

ン

の

旅

が

、

多

く

の

実

り

を

も

た

ら

す

こ

と

を

念

じ

て

『

は

だ

し

の

ゲ

ン

』

を

国

内

外

に

ひ

ろ

め

る

こ

と

に

尽

力

し

ま

す

。 

二

〇

一

二

年

一

二

月

九

日 

 
 

 
 
 
 
 
 

「

は

だ

し

の

ゲ

ン

」

を

ひ

ろ

め

る

会 

設

立

代

表

者 
 

浅

妻

南

海

江  

 

「「「「はだしのはだしのはだしのはだしのゲンゲンゲンゲン」」」」英語版英語版英語版英語版のののの表紙表紙表紙表紙    



2013 年 2 月 20 日           非核・いしかわ                 第 175 号 

5 

詩

人

会

議

詩

人

会

議

詩

人

会

議

詩

人

会

議

か

な

ざ

わ

か

な

ざ

わ

か

な

ざ

わ

か

な

ざ

わ

「「「「

独

標

独

標

独

標

独

標

」」」」

よ

り

よ

り

よ

り

よ

り 
進進進進

す

す

む

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

―

私

の

ふ

く

し

ま

―

 

大

川

 

陽

一

 

 

胸

の

中

に

 

顔

も

声

も

知

ら

な

い

け

れ

ど

 

大

切

な

人

が

い

る

 

 

一

九

七

一

年

 

私

が

中

学

二

年

の

夏

 

切

手

集

め

の

雑

誌

で

出

会

っ

た

 

進

さ

ん

 

福

島

市

の

郵

使

局

員

さ

ん

 

三

十

二

歳

 

「

故

郷

の

＊

風

景

印

を

交

換

し

ま

せ

ん

か

」

 

読

者

欄

で

見

つ

け

た

そ

の

言

葉

と

 

東

北

、

福

島

の

響

き

に

魅

か

れ

 

十

四

歳

の

私

は

手

紙

を

書

い

た

 

 

少

年

野

球

の

コ

ー

チ

と

部

員

の

よ

う

な

 

文

通

が

始

ま

っ

た

 

「

福

島

は

、

い

い

と

こ

ろ

で

す

よ

」

と

 

葉

書

に

押

さ

れ

た

ば

か

り

の

風

景

印

に

は

 

県

花

・

石

楠

花

が

咲

き

 

野

馬

追

の

馬

が

駆

け

て

い

た

 

 

「

君

の

将

来

の

夢

は

、

何

で

す

か

」

 

「

こ

の

夏

を

、

悔

い

の

な

い

よ

う

に

乗

り

切

り

ま

し

ょ

う

」

 

人

生

の

先

輩

の

言

葉

は

 

先

生

の

よ

う

に

 

い

つ

も

前

向

き

だ

っ

た

 

 

「

定

年

に

な

っ

た

ら

 

釣

り

竿

片

手

に

 

野

山

を

ジ

ー

プ

で

 

駆

け

巡

ろ

う

と

思

い

ま

す

 

遠

い

け

れ

ど

 

ぜ

ひ

遊

び

に

来

て

く

だ

さ

い

」

 

誘

わ

れ

な

が

ら

 

い

く

つ

も

の

季

節

が

過

ぎ

 

あ

る

時

 

奥

さ

ん

か

ら

 

便

り

が

届

き

 

進

さ

ん

が

 

も

う

こ

の

世

に

い

な

い

こ

と

を

知

っ

た

 

 

進

さ

ん

の

愛

し

た

 

ふ

く

し

ま

の

 

野

山

を

 

街

並

を

 

人

々

を

想

う

 

私

た

ち

の

 

ふ

く

し

ま

の

 

明

日

を

 

想

う

 

 

＊

風

景

印

‥

全

国

の

主

要

郵

便

局

に

備

え

ら

れ

て

い

る

記

念

印

。

郵

趣

愛

好

家

を

中

心

に

収

集

す

る

人

も

多

い

。

 

                 

和

定

例

句

会

報

和

定

例

句

会

報

和

定

例

句

会

報

和

定

例

句

会

報

よ

り

よ

り

よ

り

よ

り 

宿

題

宿

題

宿

題

宿

題

「「「「

強強強強

が

り

が

り

が

り

が

り
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前

田

大

峰
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田
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峰

前

田
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峰

前

田
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峰

    

選選選選 

 
 

 
 

 
 

 
 

強強強強

が

り

も

が

り

も

が

り

も

が

り

も

虫

喰

虫

喰

虫

喰

虫

喰

いいいい

矢矢矢矢

で

は

す

ぐ

に

で

は

す
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に

で

は

す
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で

は

す
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れれれれ 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

一

杜

一

杜

一

杜

一

杜 
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が
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が
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が
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自

衛

集

団

自

衛

集

団

自

衛

集

団

自

衛
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笠笠笠笠

にににに

着着着着
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安

倍

安

倍

安

倍

安

倍

ミ

ク

ス

オ

バ

マ

ミ

ク

ス

オ

バ

マ

ミ

ク

ス

オ

バ

マ

ミ

ク

ス

オ

バ

マ

に

み

や

げ

ま

だ

で

に

み

や

げ

ま

だ

で

に

み

や

げ

ま

だ

で

に

み

や

げ

ま

だ

で

強強強強

が

り

が

り

が

り

が

り    

茂

明

茂

明

茂

明

茂

明 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

人

位

人

位

人

位

人

位 

 
 

 
 

 
 

 
 

安

倍

自

民

支

持

減

安

倍

自

民

支

持

減

安

倍

自

民

支

持

減

安

倍

自

民

支

持

減

っ

て

も

っ

て

も

っ

て

も

っ

て

も

強強強強

が

り

い

い

が

り

い

い

が

り

い

い

が

り

い

い 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

和

子

和

子

和

子

和

子 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

地

位

地

位

地

位

地

位 

 
 

 
 

 
 

 
 

強強強強

が

っ

て

が

っ

て

が

っ

て

が

っ

て

バ
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ル
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ブ

ル

バ

ブ

ル
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賭賭賭賭

け

る

け

る

け

る

け
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奈

落

坂
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坂

奈

落

坂
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落
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杜
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杜
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杜
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位
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位
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位

天
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一

本

打

杭

一

本

打

杭

一

本

打

杭

一

本

打

て

な

い

て

な

い

て

な

い

て

な

い

辺

野

古

辺

野

古

辺

野

古

辺

野

古

にににに

強強強強

が
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い

い
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り

い

い

が

り

い

い

が

り

い
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っ

て

を

か

ば

っ

て

強強強強

が

る

が

る

が

る

が

る

三

代

目

三

代

目

三

代

目

三

代

目 

                

絵手紙絵手紙絵手紙絵手紙コーナーコーナーコーナーコーナー    

高野槙高野槙高野槙高野槙のののの球果球果球果球果 

   金沢医療生協絵手紙班金沢医療生協絵手紙班金沢医療生協絵手紙班金沢医療生協絵手紙班        家家家家    正子正子正子正子



2013 年 2 月 20 日           非核・いしかわ                 第 175 号 

6 

非

核

石

川

非

核

石

川

非

核

石

川

非

核

石

川

のののの

会会会会    

リ

レ

ー

エ

ッ

セ

イ

リ

レ

ー

エ

ッ

セ

イ

リ

レ

ー

エ

ッ

セ

イ

リ

レ

ー

エ

ッ

セ

イ

    

 
マ

ス

コ

ミ

マ

ス

コ

ミ

マ

ス

コ

ミ

マ

ス

コ

ミ

報

道

報

道

報

道

報

道

とととと

国

民

感

情

国

民

感

情

国

民

感

情

国

民

感

情 

長

曽

輝

夫

 
 

 

昨

年

の

竹

島

問

題

、

尖

閣

諸

島

問

題

に

続

き

、

最

近

の

ロ

シ

ア

軍

用

機

に

よ

る

領

空

侵

犯

、

中

国

海

軍

フ

リ

ー

ゲ

ー

ト

艦

に

よ

る

海

上

自

衛

隊

護

衛

艦

へ

の

射

撃

用

レ

ー

ダ

ー

照

射

な

ど

近

隣

諸

国

と

の

緊

張

関

係

が

続

い

て

い

ま

す

。

当

然

、

諸

外

国

へ

の

威

嚇

行

為

や

外

交

上

の

ル

ー

ル

違

反

は

許

さ

れ

な

い

行

為

で

す

。

し

か

し

、

私

は

最

近

の

マ

ス

コ

ミ

は

国

民

の

感

情

を

煽

る

よ

う

に

報

道

し

て

い

る

よ

う

に

感

じ

ま

す

。

テ

レ

ビ

で

は

「

（

日

本

は

）

バ

カ

に

さ

れ

て

い

る

」

と

か

「

舐

め

ら

れ

て

い

る

」

と

表

現

す

る

人

が

多

く

登

場

し

、

国

民

感

情

を

煽

っ

て

い

る

よ

う

に

思

い

ま

す

。

国

民

に

対

し

「

見

て

い

る

だ

け

で

な

く

、

（

武

力

に

よ

る

）

応

戦

で

き

な

い

と

駄

目

だ

」

と

主

張

す

る

人

も

い

ま

す

。

マ

ス

コ

ミ

は

時

の

政

権

の

政

策

を

後

押

し

す

る

役

割

も

持

っ

て

い

ま

す

が

、

今

の

マ

ス

コ

ミ

は

ま

さ

に

そ

の

姿

そ

の

も

の

と

感

じ

ま

す

。

 

昨

年

末

の

総

選

挙

の

結

果

、

第

二

次

安

倍

内

閣

が

誕

生

し

ま

し

た

。

安

倍

首

相

は

二

〇

〇

六

年

九

月

か

ら

の

第

一

次

安

倍

内

閣

で

は

「

美

し

い

国

づ

く

り

内

閣

」

と

命

名

し

、

教

育

基

本

法

の

改

悪

、

防

衛

庁

を

省

に

昇

格

、

改

憲

手

続

法

（

国

民

投

票

法

）

の

改

悪

な

ど

、

国

の

行

く

末

を

大

き

く

変

え

る

改

悪

を

強

行

し

て

翌

年

九

月

に

退

陣

し

ま

し

た

。 

安

倍

首

相

は

第

一

次

内

閣

の

方

針

を

継

続

さ

せ

て

い

ま

す

。

憲

法

九

六

条

を

改

正

し

、

憲

法

改

正

の

ハ

ー

ド

ル

を

引

き

下

げ

を

す

る

こ

と

を

明

言

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

自

民

党

の

石

破

幹

事

長

は

、

以

前

に

核

兵

器

を

持

つ

べ

き

と

は

思

っ

て

い

ま

せ

ん

が

と

言

い

つ

つ

、

「

原

発

を

維

持

す

る

と

い

う

こ

と

は

、

核

兵

器

を

作

ろ

う

と

思

え

ば

作

れ

る

と

い

う

『

核

の

潜

在

的

抑

止

力

』

に

な

っ

て

い

る

。

原

発

を

な

く

す

こ

と

は

そ

の

潜

在

的

抑

止

力

を

放

棄

す

る

も

の

」

と

発

言

し

ま

し

た

。

安

倍

・

石

破

路

線

は

“

戦

争

で

き

る

国

づ

く

り

”

を

め

ざ

し

て

い

ま

す

。 

戦

争

参

加

政

策

を

加

速

さ

せ

れ

ば

、

「

核

を

持

と

う

」

「

武

器

も

持

と

う

」

な

ど

の

流

れ

に

な

り

ま

す

。

日

本

は

先

の

戦

争

経

験

の

反

省

で

戦

争

に

参

加

せ

ず

、

平

和

を

積

極

的

に

求

め

る

こ

と

を

憲

法

で

定

め

ま

し

た

。

マ

ス

コ

ミ

の

報

道

に

煽

ら

れ

、

危

険

な

道

を

歩

ま

な

い

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

い

ま

の

緊

張

関

係

を

「

冷

静

な

判

断

で

外

交

努

力

を

」

と

思

い

ま

す

。

そ

の

責

任

は

政

府

に

あ

り

、

私

た

ち

は

そ

の

解

決

の

道

筋

を

迫

る

た

め

に

行

動

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

思

い

ま

す

。

私

も

そ

の

迫

る

運

動

と

「

原

発

な

く

せ

」

「

非

核

を

求

め

る

」

「

憲

法

改

悪

反

対

」

の

運

動

に

参

加

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

最

近

最

近

最

近

最

近

つ

よ

く

つ

よ

く

つ

よ

く

つ

よ

く

感感感感

じ

る

こ

と

じ

る

こ

と

じ

る

こ

と

じ

る

こ

と 

橋

本

千

佳

子

 
 

  

昨

年

末

の

第

四

六

回

衆

議

院

選

挙

と

安

部

自

公

内

閣

発

足

の

も

と

で

、

女

性

の

願

い

と

平

和

を

か

か

げ

て

半

世

紀

歩

ん

で

き

た

新

婦

人

の

会

の

役

割

が

い

よ

い

よ

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。 

 

と

り

わ

け

重

大

な

の

は

、

国

防

軍

の

明

記

や

集

団

的

自

衛

権

の

行

使

な

ど

、

憲

法

改

悪

を

か

か

げ

る

自

民

党

と

維

新

の

会

が

、

あ

わ

せ

て

三

分

の

二

を

超

え

る

議

席

を

獲

得

し

た

こ

と

で

す

。

公

然

と

憲

法

改

定

を

か

か

げ

た

勢

力

が

戦

後

初

め

て

多

数

を

占

め

、

改

憲

の

是

非

を

問

う

国

民

投

票

の

発

議

を

衆

議

院

で

議

決

で

き

る

条

件

が

で

き

た

こ

と

に

な

り

ま

す

。

 

 

日

本

の

女

性

運

動

は

、

第

二

次

世

界

大

戦

で

ア

ジ

ア

の

諸

国

民

に

多

大

な

犠

牲

を

強

い

た

加

害

国

の

女

性

と

し

て

、

戦

後

二

度

と

再

び

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

戦

争

は

起

こ

さ

せ

な

い

と

決

意

し

、

力

を

合

わ

せ

て

憲

法

九

条

を

守

り

、

核

兵

器

を

な

く

せ

の

声

を

ひ

ろ

げ

、

歩

ん

で

き

ま

し

た

。

今

こ

そ

、

「

わ

が

子

を

戦

場

に

送

ら

な

い

」

の

世

論

で

改

憲

勢

力

を

草

の

根

か

ら

包

囲

し

な

け

れ

ば

と

強

く

思

い

ま

す

。 

 

改

憲

勢

力

が

揃

っ

て

、

ア

ジ

ア

諸

国

や

国

際

社

会

に

反

し

、

日

本

軍

「

慰

安

婦

」

問

題

の

解

決

や

民

法

改

正

な

ど

に

背

を

向

け

、

女

性

の

人

権

を

踏

み

に

じ

っ

て

き

た

こ

と

は

偶

然

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

 

安

倍

政

権

の

も

と

で

、

よ

り

一

層

の

女

性

の

人

権

と

地

位

向

上

を

め

ざ

す

と

り

く

み

を

重

視

し

て

い

か

な

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

今

回

の

選

挙

で

、

女

性

国

会

議

員

が

前

回

五

四

人

か

ら

三

八

人

に

減

り

、

全

体

に

占

め

る

割

合

が

一

一

％

か

ら

八

％

に

下

が

っ

た

こ

と

も

重

大

で

す

。

二

〇

一

二

年

の

ジ

ェ

ン

ダ

ー

格

差

ラ

ン

キ

ン

グ

の

政

治

分

野

で

世

界

一

三

五

カ

国

中

一

一

〇

位

か

ら

、

さ

ら

に

後

退

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

小

選

挙

区

制

が

女

性

の

政

治

参

加

を

阻

ん

で

い

ま

す

。

 

 

世

界

の

大

勢

と

な

っ

て

い

る

比

例

制

度

を

、

日

本

の

民

主

主

義

と

女

性

の

政

治

参

加

促

進

の

た

め

に

も

求

め

て

い

か

な

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

夏

の

参

議

院

選

挙

に

向

け

、

切

実

な

要

求

で

運

動

を

つ

よ

め

な

が

ら

、

「

私

が

選

ぶ

！

」

と

政

党

を

見

極

め

る

話

し

合

い

、

お

し

ゃ

べ

り

を

ひ

ろ

げ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 
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私私私私

の

ふ

る

さ

と

の

ふ

る

さ

と

の

ふ

る

さ

と

の

ふ

る

さ

と

《《《《

宝

達

山

宝

達

山

宝

達

山

宝

達

山

》》》》

にににに

想想想想

い

を

よ

せ

て

い

を

よ

せ

て

い

を

よ

せ

て

い

を

よ

せ

て

    

ど

の

ど

の

ど

の

ど

の

子子子子

に

も

に

も

に

も

に

も

生生生生

き

る

き

る

き

る

き

る

希

望

希

望

希

望

希

望

のののの

持持持持

て

る

て

る

て

る

て

る

    
教

育

教

育

教

育

教

育

とととと

社

会

社

会

社

会

社

会

をををを    

尾

西

洋

子

 
 

 

今

、

多

く

の

人

の

心

を

痛

め

て

い

る

「

い

じ

め

」

「

体

罰

」

問

題

、

時

に

は

子

ど

も

を

死

に

ま

で

追

い

詰

め

る

子

ど

も

の

生

き

づ

ら

さ

の

背

景

に

は

「

で

き

る

子

」

「

で

き

な

い

子

」

と

早

く

か

ら

よ

り

分

け

、

子

ど

も

か

ら

「

分

か

っ

た

と

い

う

喜

び

」

を

奪

っ

て

い

る

日

本

の

競

争

と

管

理

教

育

が

あ

る

と

指

摘

さ

れ

て

久

し

い

。

今

、

日

本

の

子

ど

も

は

、

他

国

と

も

過

去

と

も

比

べ

も

の

に

な

ら

な

い

、

強

い

苛

立

ち

や

孤

独

感

を

抱

え

て

生

き

て

い

る

と

調

査

報

告

が

出

さ

れ

、

私

は

こ

こ

ま

で

子

ど

も

を

追

い

詰

め

て

し

ま

っ

た

教

育

体

制

と

社

会

は

長

続

き

し

な

い

し

、

長

続

き

さ

せ

て

は

な

ら

な

い

と

思

い

を

新

た

に

し

て

い

ま

す

。 

第

一

次

安

倍

内

閣

は

、

一

五

の

春

を

泣

か

せ

る

高

校

受

験

、

一

点

差

で

決

ま

る

大

学

入

試

な

ど

他

国

に

例

の

な

い

「

過

度

に

競

争

的

な

教

育

制

度

が

子

ど

も

た

ち

の

発

達

を

歪

め

て

い

る

。

」

と

日

本

政

府

に

改

善

を

求

め

た

国

連

の

子

ど

も

の

権

利

委

員

会

か

ら

の

再

三

の

勧

告

を

無

視

し

、

「

教

育

基

本

法

改

悪

を

強

行

し

、

全

国

一

斉

学

力

テ

ス

ト

、

教

員

免

許

更

新

制

な

ど

導

入

、

よ

り

一

層

の

競

争

と

管

理

を

学

校

教

育

に

持

ち

込

み

ま

し

た

。

そ

の

罪

は

重

い

。 

そ

の

安

倍

氏

が

再

度

、

首

相

に

な

り

靖

国

派

を

中

枢

に

据

え

た

第

二

次

内

閣

の

教

育

再

生

会

議

が

動

き

出

し

ま

し

た

。

 

「

小

学

校

か

ら

ダ

メ

な

子

は

落

第

さ

せ

た

ら

よ

い

」

「

ダ

メ

教

師

は

キ

レ

」

「

体

罰

は

必

要

」

な

ど

、

石

原

元

東

京

都

知

事

や

橋

下

大

阪

市

長

の

人

権

侵

害

発

言

。

わ

が

石

川

県

で

も

谷

本

知

事

の

、

国

連

か

ら

差

別

用

語

と

し

て

廃

止

を

求

め

ら

れ

た

「

非

摘

出

子

」

の

言

葉

が

飛

び

出

す

異

常

さ

で

す

。

改

め

て

教

育

と

は

何

か

が

問

わ

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

私

は

い

か

な

る

「

い

じ

め

」

「

体

罰

」

も

人

権

侵

害

で

「

お

か

し

い

」

と

い

う

感

性

を

失

っ

て

は

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。 

①

「

ど

の

子

も

伸

び

る

力

を

持

っ

て

い

る

」

ダ

メ

な

子

も

ダ

メ

な

教

師

も

い

な

い

。

教

育

と

は

in
s
t
r
u

c
t
io

n

（

指

導

）

で

は

な

く

e
d

u
c
a

tio
n

（

引

き

出

す

）

こ

と

。

共

感

し

そ

の

力

を

引

き

出

す

、

こ

こ

に

し

っ

か

り

立

つ

こ

と

。

子

ど

も

の

負

の

言

動

の

裏

に

は

「

人

間

ら

し

く

生

き

た

い

」

前

向

き

な

願

い

や

正

義

感

が

息

づ

い

て

い

ま

す

。

そ

の

力

が

引

き

出

さ

れ

た

時

子

ど

も

は

変

わ

る

。

そ

し

て

教

師

も

ほ

ん

も

の

に

な

る

。 ②

競

争

と

多

忙

は

人

間

を

バ

ラ

バ

ラ

に

し

ま

す

。

世

界

か

ら

通

用

し

な

く

な

り

つ

つ

あ

る

子

ど

も

の

思

考

や

創

造

性

を

歪

め

て

い

る

競

争

的

な

教

育

か

ら

脱

却

す

る

こ

と

。 

 

 

 

③

大

人

社

会

の

「

い

じ

め

社

会

」

に

立

ち

向

か

い

、

い

じ

め

の

無

い

人

間

的

な

連

帯

の

あ

る

学

校

と

社

会

を

つ

く

る

共

同

を

拡

げ

て

行

く

、

そ

う

し

た

大

人

た

ち

の

姿

を

見

て

子

ど

も

は

希

望

を

つ

な

ぐ

の

で

な

い

で

し

ょ

う

か

。 

 

今

は

志

賀

原

発

か

ら

三

〇

㎞

圏

内

に

あ

る

宝

達

山

は

能

登

で

一

番

高

い

山

。

中

学

・

高

校

通

学

の

約

一

里

の

道

の

り

を

、

畏

敬

の

念

を

も

っ

て

見

上

げ

て

通

っ

た

。 

大

海

川

を

挟

ん

だ

隣

町

は

鶴

彬

の

生

地

高

松

町

で

す

。 

山

懐

へ

黄

い

ち

ご

採

り

に

出

か

け

、

上

か

ら

駆

け

降

り

て

く

る

よ

う

な

霧

は

怖

く

、

押

さ

れ

る

よ

う

に

麓

の

お

宮

さ

ん

ま

で

一

気

に

逃

げ

下

り

た

息

遣

い

を

今

も

思

い

出

す

。 

山

懐

に

あ

る

放

牧

場

は

か

つ

て

下

校

後

、

毎

日

の

よ

う

に

通

っ

た

段

々

畑

で

、

一

面

の

菜

の

花

畑

は

実

に

絶

景

で

し

た

。

 

そ

の

影

で

、

祖

母

を

真

ん

中

に

根

気

の

い

る

草

む

し

り

、

畝

作

り

、

切

株

で

擦

り

傷

を

つ

く

り

、

鼻

を

真

っ

黒

に

し

て

の

収

穫

の

作

業

は

、

兄

弟

取

っ

組

み

合

い

の

光

景

と

と

も

に

、

収

穫

時

の

達

成

感

は

今

も

目

に

焼

き

付

い

て

い

ま

す

。 

今

、

そ

の

山

は

実

に

小

さ

く

な

っ

て

見

え

る

が

今

も

私

の

宝

の

山

で

す

。

私

は

そ

の

地

で

、

生

き

づ

ら

さ

に

寄

り

添

っ

て

、

希

望

を

語

っ

て

く

れ

た

恩

師

に

出

会

い

、

「

ど

の

子

に

も

生

き

る

希

望

の

持

て

る

教

師

に

な

り

た

い

」

と

奨

学

金

を

受

け

て

金

沢

大

学

へ

入

学

、

女

子

寮

・

白

梅

寮

へ

入

っ

た

。

 

そ

れ

か

ら

五

十

余

年

、

私

の

生

き

方

の

根

っ

子

に

は

子

ど

も

の

人

権

や

人

間

と

し

て

の

尊

厳

を

踏

み

に

じ

る

よ

う

な

政

治

と

経

済

社

会

に

対

す

る

怒

り

が

あ

り

ま

し

た

。 

こ

の

信

念

で

今

年

も

「

原

発

ゼ

ロ

に

」

「

憲

法

」

を

生

か

し

生

命

と

暮

ら

し

を

守

る

社

会

と

政

治

に

力

い

っ

ぱ

い

が

ん

ば

り

ま

す

。 
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《《《《

非

核

平

和

非

核

平

和

非

核

平

和

非

核

平

和

・・・・

行

事

予

定

行

事

予

定

行

事

予

定

行

事

予

定

》》》》 
・・・・

三

月

六

日

三

月

六

日

三

月

六

日

三

月

六

日

㈬㈬㈬㈬

一

二

時

半

…

核

廃

絶

署

名

Ｍ

ｚ

ａ

前 

・・・・

三

月

八

日

三

月

八

日

三

月

八

日

三

月

八

日

㈮㈮㈮㈮

一

八

時

半

…

二

〇

時

国

際

女

性

デ

ー

講

演

「

命

・

平

和

・

く

ら

し 

ま

も

る

女

性

の

願

い

実

現

へ

」

‐

新

し

い

日

本

へ

の

展

望

‐

講

師

：

畑

田

重

夫

氏

（

国

際

政

治

学

者

・

日

本

平

和

委

員

会

代

表

主

委

員

）

・

近

江

町

交

流

プ

ラ

ザ

・

主

催

国

際

女

性

デ

ー

県

実

行

委

員

会 

・・・・

三

月

九

日

三

月

九

日

三

月

九

日

三

月

九

日

㈯㈯㈯㈯

一

四

時

…

証

言

映

画

「

も

う

い

い

か

い

・

ハ

ン

セ

ン

病

と

三

つ

の

法

律

」

・

労

済

会

館

三

階

ホ

ー

ル

・

参

加

費

千

円

・

主

催

ハ

ン

セ

ン

病

支

援

・

共

に

生

き

る

石

川

の

会 

・・・・

三

月

一

三

月

一

三

月

一

三

月

一

〇〇〇〇

日日日日

㈰㈰㈰㈰

一

三

時

半

…

東

日

本

大

震

災

・

福

島

原

発

事

故

か

ら

二

年

―

即

時

原

発

ゼ

ロ

、

志

賀

原

発

廃

炉

、

被

災

者

支

援

三

・

一

〇

集

会

―

・

一

五

時

二

〇

分

～

パ

レ

ー

ド 

・・・・

三三三三

月

一

六

日

月

一

六

日

月

一

六

日

月

一

六

日

㈯㈯㈯㈯

一

四

時

…

「

自

民

党

憲

法

草

案

の

学

習

会

」

講

師

：

飯

森

和

彦

弁

護

士

・

近

江

町

交

流

プ

ラ

ザ

・

主

催

金

沢

革

新

懇 

・・・・

三

月

一

七

日

三

月

一

七

日

三

月

一

七

日

三

月

一

七

日

㈰㈰㈰㈰

一

四

時

…

原

発

報

道

「

東

京

新

聞

は

こ

う

伝

え

た

」

講

師

：

野

呂

法

夫

東

京

新

聞

特

報

デ

ス

ク

・

金

沢

都

ホ

テ

ル

七

階

・

主

催

：

石

川

県

保

険

医

協

会 

・・・・

三

月

二

四

日

三

月

二

四

日

三

月

二

四

日

三

月

二

四

日

㈰㈰㈰㈰

…

加

賀

九

条

の

会

総

会

と

講

演

・

講

師

：

岩

渕

正

明

弁

護

士 

・・・・

三

月

三

三

月

三

三

月

三

三

月

三

〇〇〇〇

日日日日

㈯㈯㈯㈯

一

三

時

半

…

憲

法

講

演

会

「

安

倍

政

権

の

成

立

と

憲

法

の

行

方

」

講

師

：

渡

辺

治

（

一

橋

大

学

名

誉

教

授

・

九

条

の

会

事

務

局

員

）

・

労

済

会

館

三

階

ホ

ー

ル

・

主

催

：

九

条

の

会

・

石

川

ネ

ッ

ト 

・・・・

四

月

六

日

四

月

六

日

四

月

六

日

四

月

六

日

㈯㈯㈯㈯

一

三

時

半

…

非

核

の

政

府

を

求

め

る

会

東

海

北

信

越

ブ

ロ

ッ

ク

交

流

会

相

談

会

・

近

江

町

交

流

プ

ラ

ザ 

・・・・

四

月

九

日

四

月

九

日

四

月

九

日

四

月

九

日

㈫㈫㈫㈫

一

二

時

半

…

核

廃

絶

署

名

Ｍ

ｚ

ａ

前 

・・・・

四

月

一

三

日

四

月

一

三

日

四

月

一

三

日

四

月

一

三

日

㈯㈯㈯㈯

午

前

と

午

後

の

二

回

…

新

藤

兼

人

監

督

「

一

枚

の

ハ

ガ

キ

」

上

映

会

・

鑑

賞

券

千

円

・

石

川

県

教

育

会

館

三

階

ホ

ー

ル

・

主

催

：

映

画

「

一

枚

の

ハ

ガ

キ

」

を

観

る

会 

・・・・

五

月

三

日

五

月

三

日

五

月

三

日

五

月

三

日

㈮㈮㈮㈮

休休休休

…

輝

け

九

条

！

憲

法

施

行

六

八

年

石

川

県

民

集

会

・

講

演

内

容

未

定

・

石

川

県

文

教

会

館

・

主

催

九

条

の

会

・

石

川

ネ

ッ

ト 

・・・・

五

月

九

日

五

月

九

日

五

月

九

日

五

月

九

日

㈬㈬㈬㈬

一

二

時

半

…

核

廃

絶

署

名

Ｍ

ｚ

ａ

前 

・・・・

五

月

一

八

日

五

月

一

八

日

五

月

一

八

日

五

月

一

八

日

㈯㈯㈯㈯

午

後

…

学

習

会

「

志

賀

原

発

富

来

川

活

断

層

」

・

講

師

立

石

雅

昭

新

潟

大

学

名

誉

教

授

・

主

催

原

発

を

な

く

す

石

川

県

連

絡

会 

・・・・

五

月

一

九

日

五

月

一

九

日

五

月

一

九

日

五

月

一

九

日

㈰㈰㈰㈰

…

立

石

雅

昭

新

潟

大

学

名

誉

教

授

と

行

く

「

志

賀

原

発

富

来

川

活

断

層

」

見

学

会

・

主

催

原

発

を

な

く

す

石

川

連

絡

会 

・・・・

五

月

一

九

日

五

月

一

九

日

五

月

一

九

日

五

月

一

九

日

㈰㈰㈰㈰

一

四

時

～

一

六

時

半

・

石

川

革

新

懇

総

会

と

記

念

講

演

・

「

Ｔ

Ｐ

Ｐ

問

題

に

つ

い

て

」

講

師

真

嶋

良

孝

農

民

運

動

全

国

連

合

会

副

会

長

・

Ｉ

Ｔ

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ザ

武

蔵 

・・・・

六

月

一

日

六

月

一

日

六

月

一

日

六

月

一

日

㈯㈯㈯㈯

…

非

核

の

政

府

を

求

め

る

会

総

会

・

東

京 
・・・・

六

月

二

日

六

月

二

日

六

月

二

日

六

月

二

日

㈰㈰㈰㈰

午

後

…

非

核

の

政

府

を

求

め

る

石

川

の

会

総

会

と

記

念

講

演

（

講

師

 

五

十

嵐

正

博

代

表

世

話

人

） 

・

六

月

六

日

六

月

六

日

六

月

六

日

六

月

六

日

㈭㈭㈭㈭

一

二

時

半

…

核

廃

絶

署

名

Ｍ

ｚ

ａ

前 

・・・・

六

月

九

日

六

月

九

日

六

月

九

日

六

月

九

日

㈰㈰㈰㈰

一

三

時

三

〇

分

…

核

戦

争

を

防

止

す

る

石

川

医

師

の

会

第

二

六

回

総

会

・

記

念

講

演

「

ア

ー

サ

ー

・

ビ

ナ

ー

ド

講

演

会

」

金

沢

市

文

化

ホ

ー

ル

二

階

大

集

会

室 

 

《《《《

編

集

室

編

集

室

編

集

室

編

集

室

よ

り

よ

り

よ

り

よ

り

》》》》    

◎

本

紙

コ

ラ

ム

「

花

鳥

風

月

」

で

紹

介

さ

れ

て

い

る

ブ

ッ

ク

レ

ッ

ト

『

壊

滅

的

な

人

道

的

被

害

』

（

Ａ

五

判

、

二

六

頁

、

一

〇

〇

円

）

は

、

核

兵

器

廃

絶

国

際

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

（

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｎ

）

が

核

戦

争

防

止

国

際

医

師

会

義

（

Ｉ

Ｐ

Ｐ

Ｎ

Ｗ

）

と

ピ

ー

ス

ボ

ー

ト

の

協

力

に

よ

り

発

行

し

た

英

文

パ

ン

フ

の

日

本

語

訳

で

す

。

同

パ

ン

フ

は

核

兵

器

に

よ

る

健

康

、

社

会

、

お

よ

び

環

境

へ

の

壊

滅

的

な

影

響

に

焦

点

を

当

て

て

作

成

さ

れ

て

お

り

、

核

兵

器

は

人

道

法

に

違

反

し

て

い

る

と

の

国

際

世

論

を

高

め

る

た

め

に

発

行

さ

れ

た

も

の

で

す

。

パ

ン

フ

の

Ｐ

Ｄ

Ｆ

が

核

戦

争

に

反

対

す

る

医

師

の

会

ホ

ー

ム

Ｈ

Ｐ

に

紹

介

さ

れ

て

い

ま

す

。

購

入

を

希

望

さ

れ

る

方

は

石

川

反

核

医

師

の

会

（

電

話

〇

七

六

―

二

二

二

―

五

七

三

七

）

ま

で

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

（

か

） 

◎

私

た

ち

は

「

人

間

ら

し

く

生

き

る

」

と

い

う

あ

た

り

ま

え

の

願

い

を

手

に

す

る

こ

と

の

で

き

な

か

っ

た

暗

黒

の

時

代

の

反

省

か

ら

、

日

本

国

憲

法

を

生

か

し

、

み

ん

な

が

「

人

間

ら

し

く

住

み

続

け

ら

れ

る

ま

ち

づ

く

り

」

の

可

能

な

時

代

を

生

き

て

い

る

。

し

か

し

一

方

で

、

そ

の

可

能

性

を

阻

む

厳

し

い

現

実

が

立

ち

ふ

さ

が

っ

て

く

る

。

金

沢

市

議

の

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

の

記

述

に

も

あ

る

よ

う

に

、

い

ま

、

明

日

を

生

き

る

こ

と

に

助

け

を

求

め

る

人

た

ち

が

増

え

て

い

る

よ

う

だ

。

生

活

苦

か

ら

自

殺

者

は

毎

年

三

万

人

を

超

え

、

介

護

殺

人

の

四

割

は

執

行

猶

予

の

判

決

が

出

る

と

い

う

日

本

で

あ

る

が

、

政

府

は

「

財

政

改

革

」

と

称

し

て

、

社

会

保

障

を

頼

む

多

く

の

人

々

の

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

か

ら

の

切

り

離

し

を

策

し

、

生

活

を

破

壊

す

る

消

費

税

増

税

と

、

財

政

を

圧

迫

す

る

大

企

業

減

税

は

、

疲

弊

す

る

地

域

経

済

を

い

よ

い

よ

萎

縮

さ

せ

「

失

わ

れ

た

二

〇

年

」

は

戻

ら

ず

、

東

日

本

大

震

災

・

原

発

事

故

で

「

失

わ

れ

た

故

郷

」

へ

は

帰

れ

な

い

。

 

「

住

み

続

け

ら

れ

る

ま

ち

づ

く

り

」

。

そ

れ

は

息

の

長

い

取

り

組

み

＝

住

民

自

治

＝

の

前

進

で

「

ま

ち

を

解

説

す

る

だ

け

で

は

な

く

、

自

ら

住

む

ま

ち

を

編

集

」

し

て

ゆ

く

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

。

市

民

が

明

日

を

築

く

街

こ

そ

世

界

に

誇

る

街

、

と

信

じ

て

い

る

。

（

こ

） 


